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７
月
10
日（
日
）は
白
石
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

特
別
障
害
給
付
金
制
度
は
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
の
方

を
対
象
と
し
た
福
祉
的
措
置
と
し
て
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

《
対
象
者
》

①
平
成
3
年
3
月
以
前
に
国
民
年
金
任

意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生
。

②
昭
和
61
年
3
月
以
前
に
国
民
年
金
任

意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

家
庭
（
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
等
の
加

入
者
）
の
配
偶
者
。

※
当
時
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
（
障
害

の
原
因
と
な
る
傷
病
に
つ
い
て
初
め
て

医
師
又
は
、
歯
科
医
師
の
診
療
を
受
け

た
日
）
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年

金
の
1
級
、
2
級
相
当
の
障
害
に
該
当

す
る
方
で
、
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日

ま
で
に
当
該
障
害
状
態
に
該
当
し
た
方

に
限
ら
れ
ま
す
。

③
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年
金
、

障
害
共
済
年
金
な
ど
を
受
給
で
き
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

④
給
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
社
会

保
険
庁
の
認
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
支
給
額
》

①
障
害
基
礎
年
金
1
級
に
該
当
す
る
方

月
額
5
0
、
0
0
0
円

障
害
基
礎
年
金
2
級
に
該
当
す
る
方

月
額
4
0
、
0
0
0
円

②
支
給
額
は
毎
年
度
、
物
価
の
変
動
に

応
じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。

③
本
人
の
所
得
に
よ
っ
て
支
給
制
限
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

④
老
齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑤
給
付
金
は
、
認
定
を
う
け
た
後
、
請

求
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
支
払

い
は
、
年
6
回
の
（
2
月
、
4
月
、
6

月
、
8
月
、
10
月
、
12
月
）
で
す
。

（
前
月
ま
で
の
分
を
受
け
取
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。）

《
請
求
手
続
き
の
窓
口
》

①
住
所
地
の
市
区
町
村
、
国
民
年
金
担

当
窓
口
で
申
請
し
て
下
さ
い
。

②
特
別
障
害
給
付
金
に
関
す
る
認
定
事

務
は
、
社
会
保
険
事
務
局
（
社
会
保
険

庁
）
で
行
い
ま
す
。

《
請
求
に
必
要
な
書
類
》

①
特
別
障
害
給
付
金
請
求
書

②
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書

③
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病
に
関
す

る
診
断
書

④
心
電
図
所
見
の
あ
る
場
合
は
、
心
電

図
の
写
し
、
傷
病
に
よ
り
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
等

⑤
病
歴
等
申
立
書

⑥
受
診
状
況
等
証
明
書
（
障
害
の
原
因

が
複
数
で
、
診
断
書
が
、
初
診
時
に
治

療
を
受
け
た
病
院
が
異
な
る
場
合
）

⑦
特
別
障
害
給
付
金
所
得
状
況
届

■
対
象
が
学
生
の
場
合
に
必
要
な
書
類

⑧
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
（
生
年
月

日
の
確
認
で
き
る
も
の
）

⑨
在
学
証
明
書

⑩
在
学
内
容
の
確
認
に
か
か
る
委
任
状

（
在
学
し
て
い
た
学
校
に
つ
い
て
、
国

民
年
金
法
上
の
適
用
が
不
明
の
場
合
）

■
対
象
が
配
偶
者
の
場
合
に
必
要
な
書

類⑪
戸
籍
謄
本
（
生
年
月
日
及
び
婚
姻
年

月
日
の
確
認
の
で
き
る
も
の
）

⑫
年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書
（
共
済

用
）（
初
診
日
に
お
い
て
配
偶
者
が
共

済
組
合
の
加
入
員
で
あ
っ
た
と
き
）

そ
の
他
、
当
時
の
状
況
を
確
認
で
き

る
参
考
資
料
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
。
障
害
認
定
は
、
過

去
の
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
非
常
に
時
間
を
要
し
ま
す
。
支

給
の
決
定
ま
で
に
数
カ
月
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
願
い
ま
す
。

な
お
、
支
給
が
決
定
さ
れ
ま
す
と
請

求
書
を
受
付
け
た
月
の
翌
月
ま
で
遡
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ

る
方
へ
〜
追
納
す
る
と
き
の
加
算
額
が

緩
和
さ
れ
ま
す
〜

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
・
学
生
納

付
特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を

受
け
た
期
間
が
あ
る
と
き
、
そ
の
期
間

は
老
齢
年
金
の
年
金
額
が
減
額
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
10
年 　は問い合わせ先です�

■
開
票
所

7
月
10
日
21
時
か
ら
白
石
市
中
央
公

民
館
で
行
い
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で

ご
参
集
く
だ
さ
い
。

●
日
時

6
月
21
日（
火
）13
時
30
分
〜

●
場
所

市
役
所
大
会
議
室
（
4
階
）

M
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

0
2
2
―
1
3
1
5

平
成
17
年
4
月
1
日
付
け
で
、
法
務

大
臣
よ
り
次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
斎
藤
　
ミ
ホ
（
白
石
市
字
本
町
58
）

人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
救
済
を
使

命
と
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

一
切
秘
密
に
扱
わ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

M
生
活
環
境
課
　
0
2
2
―
1
3
1
4

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
6
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
は
、
現
在
支
給
を
受
け

て
い
る
方
の
所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど

を
届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当

が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大

切
な
も
の
で
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出

が
な
い
場
合
は
、
次
回
の
支
払
い
分
か

ら
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

6
月
中
旬
に
現
況
届
の
用
紙
を
郵
送

い
た
し
ま
す
の
で
、
左
記
の
と
お
り
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

6
月
16
日
〜
30
日

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
受
付
場
所

白
石
市
役
所
1
階

子
ど
も
家
庭
課

●
持
参
す
る
も
の

①
現
況
届

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
印
）

③
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
同
封
の
「
年
金
加
入
証

明
書
」
に
会
社
か
ら
証
明
を
受
け
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
加
入
の
方
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

④
平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
、
白
石
市

に
住
ん
で
い
な
か
っ
た
方
は
、
前
住
所

地
の
税
務
課
等
で
発
行
す
る
児
童
手
当

用
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

（
前
住
所
地
の
税
務
課
等
に
郵
便
で
交

付
申
請
を
す
る
事
も
で
き
ま
す
。）

な
お
、
現
況
届
は
記
入
方
法
を
よ
く
見

て
記
入
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
子
ど
も
家
庭
課
総
務
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

六
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
！

6
月
は
、
平
成
17
年
2
月
分
か
ら
5

月
分
ま
で
の
4
カ
月
分
の
児
童
手
当
が

振
込
に
な
り
ま
す
。
6
月
3
日
以
降
、

該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
支
給
要
件
の
お
子
さ
ん
の
う

ち
、
4
月
か
ら
小
学
校
4
年
生
に
な
っ

た
方
の
児
童
手
当
は
、
3
月
分
ま
で
の

支
給
と
な
り
ま
す
。

※
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、子
ど

も
家
庭
課
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

M
こ
ど
も
家
庭
課
0
2
2
―
1
3
6
3

人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

水
道
メ
ー
タ
ー
を
無
料
交
換
し
ま
す

7
月
19
日
で
任
期
満
了
と
な
る
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
が
7
月
3
日
に
告

示
さ
れ
ま
す
。

白
石
市
の
農
業
を
担
う
大
切
な
選
挙

で
す
。
み
ん
な
で
き
れ
い
な
選
挙
を
行

い
、
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

■
選
挙
権

1
月
1
日
現
在
で
調
製
さ
れ
、
3
月

31
日
確
定
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の

定
数
は
12
人
で
す
。

■
入
場
券

郵
送
に
よ
り
配
布
い
た
し
ま
す
。

■
投
票
時
間

7
時
〜
20
時

■
投
票
所

白
石
地
区
は
「
白
石
市
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
」
と
「
白
石
市
中
央
公
民
館
」
の

2
カ
所
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
地
区

は
前
回
の
白
石
市
長
選
挙
と
同
様
の
投

票
所
で
す
。

ま
た
、
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ
を
す

る
投
票
所
も
前
回
同
様
で
す
。

白
石
市
中
央
公
民
館
で
投
票
で
き
る

区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

通
常
選
挙
で
い
う
、
白
石
第
四
投
票

区
（
寿
山
、
緑
が
丘
、
花
見
平
の
一
部
）、

白
石
第
五
投
票
区
（
本
郷
第
一
、
本
郷

第
二
、
上
郡
山
）、
白
石
第
六
投
票
区

（
郡
山
）、白
石
第
七
投
票
区（
小
下
倉
）、

白
石
第
八
投
票
区
（
鷹
巣
、
旭
町
）
の

区
域
と
し
ま
す
。

白
石
市
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
は
前
記
の

区
域
以
外
と
な
り
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
や
む
を
得
な
い
事
由

で
、
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
入
場

券
を
持
参
の
上
、
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
　
7
月
4
日
か
ら
7
月
9
日
ま
で

（
8
時
30
分
〜
20
時
）

●
場
所

白
石
市
役
所
第
2
会
議
室

（
市
庁
舎
2
階
）

風
が
快
い
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
も
心

も
家
も
開
放
的
に
な
っ
て
い
る
頃
で
し

ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
、
悪
質
な
点
検
商

法
も
動
き
だ
し
ま
す
。
ど
ん
な
も
の
が

悪
質
な
点
検
商
法
な
の
か
あ
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た

と
き
、
ど
ん
な
対
応
が
で
き
る
か
ア
ド

バ
イ
ス
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

■
耐
震
工
事

各
地
で
地
震
の
被
害
が
あ
る
と
、
無

料
点
検
と
称
し
屋
根
や
床
下
あ
る
い
は

外
壁
を
点
検
し
た
結
果
、
住
宅
に
対
す

る
不
安
を
あ
お
り
、
高
額
な
商
品
や
不

要
な
工
事
契
約
を
迫
る
業
者
が
い
ま
す
。

こ
ち
ら
か
ら
工
事
を
し
た
い
か
ら
と

「
見
積
も
り
」
を
と
っ
た
り
、「
工
事
を

お
願
い
し
た
り
」
し
な
い
限
り
、
訪
問

販
売
、
電
話
勧
誘
で
あ
れ
ば
「
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
制
度
」
と
い
う
ど
ん
な
理
由

が
あ
れ
ど
「
無
条
件
」
で
解
約
が
で
き

ま
す
。
指
定
商
品
で
契
約
日
を
入
れ
て

8
日
間
以
内
で
す
。

■
消
火
器
販
売

よ
く
消
防
署
員
に
似
せ
た
服
装
で

「
消
防
署
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し
た
」
と

か
「
点
検
に
き
た
」「
消
火
器
の
設
置

義
務
が
あ
る
」
と
言
っ
て
契
約
を
さ
せ

ま
す
。
こ
れ
も
点
検
と
同
じ
く
「
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

悪
質
商
法
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
ま

ず
、
飛
び
込
み
セ
ー
ル
ス
や
電
話
勧
誘

に
は
一
切
応
じ
な
い
こ
と
で
す
。

耐
震
診
断
に
限
っ
て
言
え
ば
、
正
規

の
手
順
に
基
づ
い
た
診
断
を
行
っ
て
い

る
か
、
信
頼
で
き
る
診
断
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
が
ど
う
か
も
判
断
の
目
安
に

な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
床
下
に
も
ぐ
り

建
物
全
体
を
調
査
し
な
い
で
、
こ
の
家

が
危
な
い
な
ど
と
断
言
す
る
耐
震
診
断

は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
強
に
よ

り
ど
の
程
度
の
安
全
性
に
な
る
の
か
説

明
し
な
い
耐
震
補
強
も
あ
り
え
ま
せ
ん
。

※
契
約
前
に

契
約
に
は
十
分
時
間
を
か
け
、
業
者

の
説
明
を
う
の
み
に
せ
ず
、
信
頼
で
き

る
第
三
者
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
契
約
時
は

複
数
の
業
者
の
見
積
も
り
を
と
り
、

必
ず
改
修
計
画
書
、
工
程
表
を
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

※
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
市
建

設
部
建
設
課
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

D o you know?

く
ら
し
の�

ヒ
ン
ト�

「
悪
質
な
点
検
商
法
が
急
増
中
」

G
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

0
２
２
―

０
７
８
３

（
相
談
日
　
月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お
　
な
　
や
　
み

水
道
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
間
は
、
計

量
法
に
基
づ
き
8
年
で
す
。
今
回
、
有

効
期
間
が
満
期
と
な
る
方
の
お
宅
に
、

水
道
事
業
所
で
委
託
し
た
業
者
が
、「
水

道
事
業
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
を
持
参

の
上
お
伺
い
し
、
無
料
で
交
換
作
業
を

行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

M
水
道
事
業
所
給
水
係

0
2
5
―
5
5
2
2

○
架
空
請
求

○
振
り
込
め
詐
欺

○
一
寸
詐
欺

気をつけよう


